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日本では移民たちにとってそれぞれの地域での取り組みが重要な意味を持ってきたが，地域によって，ある

いは同一地域の中でもエスニシティによって，かれらを取り巻く実情は大きく異なり，画一的な取り組みでは

様々な面で限界がある。目的に沿った取り組みを行うためには，何がその地域やエスニック集団の特徴なのか

を理解しておくことが肝要である。ではその地域の移民の特徴をいかに捉えればよいのか。様々な方法が考え

られるが，国際社会学の立場からは移民ネットワーク論というアプローチ方法がある。すなわち，移民たちが

どのように移住してきたのか（＝移住システム）を捉えることが，移民コミュニティのあり方に強く影響する

という理論である。そしてどのような移民コミュニティを形成するのかが，世代交代のあり方を含めかれらの

適応過程にも影響するということは，多くの論者によって示されてきたとおりであり，その代表的なものとし

ては分節化された同化理論（Portes and Zhou、1993; Portes and Rumbaut、2001=2014）がある。 
本発表で検討するのは，横浜市鶴見区の南米系移民 2 世の高校卒業後の進路選択である。移民 2 世について

は，教育社会学的観点からのアプローチが多かった。しかしそこでは移民ネットワーク論との接続が明確であ

ったとは言い難い。移民ネットワーク論の観点からいかに移民 2 世の高校卒業後の進路選択について論じうる

のかというのが本発表の趣旨であるが，さて鶴見の南米系移民 2 世の進路選択にはどのような特徴があるのだ

ろうか。発表者はこれまで，鶴見の南米系移民たちにインタビュー調査を行うと同時に，地域の NPO 団体や

学校などで学習支援活動を行ってきた。そこで明らかになったのは，女性の 2 世は大学や専門学校などへ進学

する者も少なくないのに対し，男性たちの中でそれらに進学した者はほとんどいないという事実であった。な

ぜジェンダーによってこのような差が生じるのであろうか。女性は学習意欲が高く，男性は学習意欲が低いの

だろうか。本当にそういえるだろうか。 
もちろん話はそう簡単ではないだろう。Portes and Rumbaut（2001=2014）は移民 2 世の適応について，

ジェンダーによって親からかけられる期待が異なるため，ジェンダーの差異が大きく作用することを論じてい

る。鶴見でも同様のことが言えるだろうか。移民ネットワーク論を用いて鶴見の南米系移民の特徴を捉えると，

どのようにこの差を説明しうるだろうか。ごく簡単ではあるが，鶴見への南米系移民の移住システムについて

説明したい。多くの南米系移民の場合，派遣業者や旅行業者を通じた移住がなされていることが明らかにされ

ているが，鶴見の場合は様相が異なっている。鶴見の場合，理解の鍵となるのは沖縄系の人々の複数の国にま

たがるディアスポラ・ネットワークである。鶴見の南米系移民は沖縄系が多く，ボリビア出身者の割合も高い

ことが一つの特徴となっている。この点をとっかかりとして，集住の経緯を整理したい。 
沖縄からは戦前，戦後を通じて多くの国内移民，国際移民が送り出されていたことは，周知の事実であるが，
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京浜工業地帯の中核たる鶴見も戦前，戦後を通じて沖縄系の人々の集住地区の一つであった。一方，ボリビア

へは計画移民としての移住が戦後の沖縄からなされ，コロニア・オキナワというコミュニティを形成した。こ

のコロニア・オキナワからは 1960～70 年代を通じて，サン・パウロのビラ・カロン地区や，ブエノス・アイ

レスへの転住者が続出した。1980 年代になると，コロニア・オキナワの人々が鶴見で電設業を営む親戚を頼

って鶴見に集住するようになり，その後ビラ・カロンやブエノス・アイレスにも鶴見の情報が広がり，ボリビ

アからだけでなくブラジルやアルゼンチンからも多くの移住者が集まるようになった。 
さてここで注目したいのは，鶴見の南米系移民男性らが就いた職業である。他の地域の南米系移民は派遣社

員となった者が多いが，鶴見の場合は，電設業者として沖縄系の先住者に方向づけられて電設業者となってい

る。当初南米系移民らは沖縄系の先住者に雇われていたが，そこで技術を習得し 1，1990 年代半ばから独立し

始め，現在では多くの者が自営電設業者となっている（樋口、2012）。つまり先住者としての沖縄系の日本人

が，南米系移民の適応過程に大きな影響を与えていたのである。 
このことは，本発表の課題である，高校卒業後の進路選択とどのように関わるのであろうか。自営業者とし

て独立した南米系移民たちは，他の南米系移民を雇うことで経営を行っている。そこで南米系移民たちは，高

校を卒業した子どもたちを自らの会社の跡取りとして考え，高校生の時点から子どもたちとともに現場で働い

ている。つまり男性の場合，電設業によるエスニック・エンクレイブの形成が進路選択に大きな影響を及ぼし

ているのである。ただし男性の若者でも父親が電設業者でない場合や母子家庭出身者も存在する。その場合に

は大学進学を志向したり派遣社員となったりしている 2。 
一方，女性の場合には，電設業が就職先と見なされておらず，男性のような明確な労働市場が存在していな

い。他地域の南米系移民の親は日系 3 世が多く日本語能力があまり高くなかったり，派遣で経済的に不安定で

あったりするという場合もが多いが，鶴見の場合は戦後移民が多いため世代が若く日本語能力も比較的高い。

派遣でないことから経済的にも他地域ほど不安定ではなく，自営業者として経済的な上昇がはかられている。

出身コミュニティからネットワークが継続していることから社会関係資本も他地域に比較して多く保持して

いる。以上のような条件に加え，女性の場合はエスニックな労働市場が存在しないゆえに，高等教育機関への

進学が可能になっているのである。ただし来日時の年齢が高い 1.5 世の場合には母親と同じ職業（派遣・エス

ニック食品店）に就職したり、家族から離れて一人で南米へ帰国したりすることもある。 
以上のように，鶴見の南米系移民 2 世の進路選択には，移住システムや移民コミュニティのあり方が深く関

わっている。そしてかれらのなかで，その置かれた立場によって進路選択がある傾向を持ちつつ分化している

ことが確認できた。地域によって，あるいは地域の中でもそれぞれのエスニシティによって，どのような特徴

があるかを正確に把握することが，地域における取り組みを実施する上で重要になってくることをこの事例は

示していると言えよう。 
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1 Aldrich and Waldinger（1990）はこれをインフォーマルな研修制度と呼んでいる。 
2 Portes and Rumbaut（2001＝2014）は，家族構成や親の人的資本も 2 世の適応に影響すると論じている。 

                                                   


